










【３】平面計画
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展望展望ロビー



【４】立面計画
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・眺望が開けた市の中心部に立つ庁舎にふさわしい、どこから見ても正面となる円弧状の建物とします。まち
やいろは親水公園との一体的な景観による調和を図りながら、市民を迎え入れるシンボルとします。

・いろは親水公園やグランドテラスと連続するよう、建物も上層階ほどセットバックしていく形状とします。
セットバックで生まれる屋根（テラス）には緑化や階段を設え、立体的な広場として計画します。

・眺望がよく、ステップテラスに面した南面は手動開放できる開口部（窓）とします。全ての階で必要に応じ
室内と屋外のテラスを出入りできるようにすることで、豊かな自然環境をどこにいても感じられる設えとし

・建物の四周には深い庇を計画します。建物のボリューム感を分節する効果があり、セットバック形状と合わ
せ、建物の圧迫感を軽減し、親しみやすい建物とします。

・東西面は日射負荷抑制のため、北面は近隣住宅への配慮として、壁を主とした立面とします。壁の素材はコ
ンクリート打ち放し等としながら自然の風合いを感じられるものとし、敷地周辺の自然環境とも馴染む計画

■  外装計画
１．志木らしさを表現する立面計画
■ 」スラテプッテス「」物建の状弧円「  
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ます。

とします。







【７】機械設備計画 
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空気調和設備 

1．熱源設備  
・「省エネルギー」「災害時対応」「低負荷時高効率運転」を実現する熱源システムとします。 
・長時間運転となる外気処理系統はランニングコストの安価なガス熱源の吸収式冷温水発生機とし、空調負荷

が変動するエリアは追従性に優れた電気熱源の高効率ヒートポンプチラー（空冷インバータモジュール

 各機器の特性を活かし、適材適所なシステムとすることにより省エネルギーを実現します。 

・災害対策本部室等の災害時に使用が想定されるエリアは、非常電源で稼働が可能な単独の個別熱源機器を 

・高効率ヒートポンプチラーは 3台連結型とし、低負荷でも台数制御及び容量制御により高効率運転の持続が

可能なシステムとします。 
 

2．空気調和設備  

 2-1．放射空調 
・執務室は、快適性が高く省エネルギーな放射空調を全面採用します。 

・室温が均一で、気流感のない快適かつ、静かな環境を創りだします。 
 

 2-2．待合スペース  
・外壁に面しており日射の影響があるため、空調機による対流式空調とします。 

 
 

 

3．換気設備  

 3-1．中央換気 
・屋上に設置する全熱交換器組込型外調機により、北側諸室を除くほぼ全ての換気を行います。 

・機器の集約によるメンテナンスの負担減及び全熱交換器による省エネルギーを両立します。 
 

 3-2．個別換気  
・使用時間帯が定まっていない北側の各室は、全熱交換ユニットによる個別換気とすることでエネルギーの
無駄の削減を図ります。 

 

4． 機械排煙設備 
・建築基準法に適応した、機械排煙を行います。 

 
5． 自動制御設備 
・中央監視装置を設置し、全館の設備の稼働状況監視及び運転管理を行います。 
・各所の使用エネルギーをきめ細やかに計測し、運用後の使用実態を把握します。 
・BEMS 装置（ビルエネルギーマネジメントシステム）により、エネルギーデータを分析・検証することに
よって、使用エネルギーの把握を容易にし、運用改善につなげます。 

  

 

 

給排水衛生設備 

1．衛生器具設備  
・節水型器具を全面採用します。 
・手洗は自動水栓とし、環境に配慮します。 

・自動水栓及び小便器は発電式とし、停電時でも継続して利用を可能とします。 

・多目的トイレにはオストメイト対応の設備を設置します。 

 
2．給水設備  
・給水は受水槽・加圧給水方式とします。 
・上水受水槽には緊急遮断弁を設置し、地震時の配管破損による漏水を防止します。 
 

3．排水設備  
・自然流下方式とします。 

・災害時の下水本管途絶に配慮し、地中に非常用汚水貯留槽を設置します。災害時は排水のルートを切り

替えることにより貯留槽に汚水を放流します。 
 

4．給湯設備  
・給湯室に貯湯式電気温水器、シャワー用にガス給湯器を設置します。 
 

5．都市ガス設備 
・県道266号線から、中圧ガス管を引込み、都市ガスを利用  

・敷地内にガスガバナを設置し、中圧から低圧に変換したガスを建物内に供給します。 

・建物内に供給されたガスは、ガス焚き吸収式冷温水発生機とガス給湯器に供給します。 

 

熱源システムフロー図 
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